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とで寄主か どうかを判断している。従来、同科 ・同属など類縁の植物 を寄主 とす る食
植性昆虫種は、寄主植物に存在する特異的な物質を認識す ることにより寄主を決定 し
ているとされて きた。 しか し、近縁種 といえどもそれぞれの種独 自の寄主選択機構 を
持 っているはずであ り、その違いを明らかにすることで食植性昆虫の寄主選択機構 を
よ吟深 く理解することができると考えられる・
本研究では、ウリ科食性 甲虫類 とウリ科植物を取 り上げ、 トホシテン トウお よびジ
ュウニマ ダラテ ン トウのテン トウ類2種 、ウリハムシ、クロウリハムシ、ヒメクロウ
リハムシのハムシ類3種 の計5種 について、18種 のウリ科植物に対する寄主適合性
を調べた。そ して、寄主選択の主要 な要因である摂食行動に関わる化学因子の解明を
行 うために、従来 ウリ科食性昆虫の寄主特異性を決定 しているとされて きた、ウリ科
特有の成分であるククルビタシン類 に対する摂食反応 を調査すると共 に、寄主お よび
非寄主植物に存在する摂食行動に関わる化学因子 を追究 した。
第2章 ウリ科植 物 に対す る寄 主適合性
5種 の ウ リ科 食性 甲虫 の寄 主範囲 を比較 した。18種 のウ リ科植物 に対す る選好性
を調べ た ところ、 トホシテ ン トウは カボチ ャ、 ミヤマニ ガウ リ、キ カラス ウ リの順 に
摂食 量が多 く、寄主 と して知 られてい たアマ チ ャヅルお よびスズメ ウ リは中程 度の摂
食::量で あ った(第1図)。 ジュウニマダラテ ン トウはカボチ ャ、マ クワウ リ、スズ メ
ウ リ、 オキナ ワス塔メ ウリの順 に選好性が高 かった(第2図)。 クロウ リハ ム シはキ
カラス ウリ、 ア レチ ウリ、ハヤ トウ リの摂食量が多 か った(第3図)。 ヒメク ロウ リ
ハ ムシはヘチマ を好 んで摂 食 し、他の植物 をほ とん ど摂食 しなか った(第4図)。 ウ
リハ ムシは ヒ ョウ タン、ハ ヤ トウ リ、スズ メウ リの順 に摂食量が多 か った(第5図)。
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この うち、アマチ ャヅルは トホシテシ トウ、オキナ ワスズ メウ リはジュ ウニマ ダラテ
ン トウだけが好 んで摂 食 した。ニガウ リは5種 全 て にほ とん ど摂食 され なか った。こ
れ らの こ とか ら、寄主範囲 は種 に よってかな り異 なるこ とが判 明 した。そ して野外観
察 お よび成育試験 か ら、 トホシテ ン トウお よび クロウ リハ ムシの最適 な寄主 はキカ ラ
ス ウリ、ウリハム シの最適 な寄主 は カボチ ャ、キ ュウ リな ど多 くの ウ リ科 植物 であ る
ことが判 明 した。 また、ジュウニマ ダラテ ン トウ、お よび ヒメクロウ リハ ムシの寄 主
がそれぞれ オキナワスズ メ ウリ、ヘチマであ るこ とが初 めて明 らか になった。
第3章 ククル ビタシ ン類 に対 す る摂 食反応
多 くの ウ リ科 植物 に含 まれてお り、かつ外 国の ウリハ ム シ類D励ro伽 属 に対 して
摂食刺激 物質 として働 き、寄 主決定因子 とされている ククル ビタシ ンE、B、1、 お
よびE。 配糖体(第6図 〉を用 い、ウ リ科 食性 甲虫5種 の ククル ビタシ ン類 に対 す る摂
食 反応 を調査 した。2種 のテ ン トウの うち、 トホシテ ン トウは特 にククル ビタシンB
お よびE一配糖体 に摂食 を刺激 されたが、ジュウニマ ダラテ ン トウはほ とん ど摂食 を刺
激 され なか った(第1表)。3種 の ウ リハ ムシ類 では、 ウリハ ムシ、 ヒメク ロウ リハ
ム シは4種 の ククル ビタシ ン類全 て に摂食 を刺激 されたが、クロウ リハ ムシは ほ とん
ど刺激 され なか った(第2表 〉。ウリ科食性 昆虫 の中に ククル ビタシ ン類 に摂 食 を刺
激 されない種 が存 在す る ことが本研 究で初 めて明 らか になった。
第4章 ウリ科植 物抽 出成分 に対す る摂食 反応
18種 の ウリ科植 物葉の メ タノール抽 出物 に対 す る摂食 反応 を調査 した。 トホシテ
ン トウは カボチ ャ、 キカ ラス ウ リな どの メ タノール抽 出物 に強 く摂 食 を刺 激 され た
(第7図)。 ジュ ウニマ ダラテ ン トウはカボチ ャ、マ クワ ウリな どの抽 出物 に摂食 を
刺激 され た(第8図)。 ウ リハ ム シはア レチ ウ リ、 ヒョウ タンな どの抽 出物 に対 し強
い摂食反応 を示 した(第9図)。 クロ ウリハ ムシ はキ カラス ウリ、 アレチ ウ リ、お よ
びハヤ トウ リに対 して著 しい摂食 反応 を示 した(第1σ 図)。 ヒメク ロウ リハ ムシは
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ヘ チマの抽 出物 に強 く摂食 を刺激 された(第11図)。 上記 の ように、5種 の ウ リ科
食性 甲虫類 はほ とんどの寄主 のメ タノール抽 出物 に摂 食 を刺激 された。 しか し、 トホ
シテ ン トウは寄 主 で ある スズメウ リの メ タノール抽 出物 に ほ とん ど摂食 を刺 激 され
なか ったが 、メ タノール抽 出残渣 のヘキサ ンお よび25%メ タノール水 溶液抽 出物 を
メタノール抽 出物 に混合す る と摂食刺 激活性が 高 くなった(第12図)。 ア レチ ウ リ
の生葉 を好 んで摂食す るジュ ウニマ ダラテ ン トウは、 トホシテ ン トウ と異 な り、ア レ
チ ウ リの メタノー ル抽 出物 にヘキ サ ンお よび25%メ タノール水 溶液抽 出物 を混 合
して も摂食 をほ とん ど刺 激 され なか った。一方 、ア レチ ウリの水 抽 出物 には本種 に対
し強 い摂食刺 激活性 が認め られ、さ らにブ タノール と水 で分 配抽 出 して得 た画分 で は、
全 て を混合 した場合 に強い摂食刺 激活性が認 め られた(第13図)。 これ らの こ とか
ら、複 数の物質 が共力的 に作 用 し、摂食 を刺 激す る ことが示 され た。
第5章 ウ リ科植物 葉 に含 まれ るククル ビタシ ン類 の分析
18種 の ウ リ科植 物葉 に含 まれ るククル ビタシ ン類 の分析 を行 った。ククル ビタシ
ン類 が検 出 されたの はア レチ ウ リ、 ヒ ョウタン、マ ク ワウ リな ど一部の植物 だけで あ
った。 トホシテ ン トウお よびクロウ リハ ムシの寄主 であ るキカラス ウ リ、ジュ ウニマ
ダラテ ン トウの寄 主で あるオキナ ワスズ メ ウ リ、ヒメ クロウ リハ ムシの寄主 であ るヘ
チマか らはククル ビタシ ン類 は検 出 され なか った。 この こ とか ら、ククル ビタシ ン類
以外 の摂 食刺激物 質が ウ リ科食性 テ ン トウお よびハ ムシ類 の寄主 選択 に関 与 して い
るこ とが示唆 された。
第6章 寄主植物 に含 まれる摂食刺激物 質
トホ シテ ン トウ、クロウ リハ ムシ、お よび ウ リハ ム シが好 んで摂 食す るキカ ラス ウ
リ葉 に含 まれる摂食 刺激物質 を調べ た。3種 の 甲虫類 に対 し摂 食刺 激活性 を示 した メ
タノー ル抽 出物 をヘ キサ ン、 クロロホルム、酢 酸エ チル、水飽和n一ブタノール、お よ
び水 の各画分 に分 画 して摂食試験 を行 った ところ、 トホ シテ ン トウはヘキサ ン区 と水
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区 を混合 した場合 、 クロウ リハム シはヘキサ ン区、酢 酸エチ ル区、お よび水 区 を混合
した場合 、ウリハ ムシはヘキサ ン区に強い摂食刺 激活性 が認 め られた。それぞれの活
性画分 の分離 分析 を行い、 トホシテ ン トウはス ピナス テロール類縁化合 物、糖 類、お
よび無機物 、クロウ リハ ムシはス ピナス テロール類縁 化合物 、Luteolin-7-0-glucoside、
ウ リハ ム シはヘ キサ ン区 に含 まれ る複数 の物質 に摂食 を刺 激 され る こ とが 判 明 した
(第14～16図)。
ジュウニマ ダラ テ ン トウの寄主 である オキナワ スズ メウ リ葉 に含 まれ る摂食刺 激
物質 を上記の方法で分離分析 を行 い、摂食試験:を行 った。その結果、ヘ キサ ン区 と水
区を混合 した場合 に強 い摂食刺激活性が認 め られた。ヘキサ ン区の活 性物 質は長鎖 ア
ルキル基 を持つ脂溶性 の物 質である ことが示唆 され、中で もパル ミチ ン酸 と糖類 の混
合物が強い摂食刺激活性 を示 した(第 ユ7図)。 水 区の活性物質 はグル コース、フル
ク トース、お よびス ク ロースな どの糖類 と判 明 した(第18図)。
ヒメク ロウ リハ ムシの寄主 であ るヘチ マ葉 に含 まれ る摂 食刺 激 物質 も前 記 と同様
に分離分析 を行 った。探食試験 の結果 、ヘ キサ ン区 と酢 酸エチ ル区を混合 した場合 に
強 い摂i食刺激活性が認 め られた。さ らにヘキサ ン区お よび酢酸エチ ル区 を分離 分析 し
た ところ、そ れぞれの画分 に存在す る複 数の物 質に摂食 を刺 激 される ことが明 らか に
なった(第19図)。
以上 のこ とか ら、ウ リ科食 性甲虫類 の寄主選択 にはク クル ビタシ ン類 に加 え、寄主
に存 在す る複 数の物質が 関与 している ことが明 らか にな った。ウ リ科 食 性昆 虫 に対 し、
ウ リ科 寄 主植 物 に ククル ビタシ ン類 以外 の摂食刺 激物 質が存在 す るこ とを明 らか に
したのは本研 究が初 めてである。
第7章 非寄 主植 物 に含 まれる摂食 阻害物質
5種 の供試 虫全 てにほ とん ど摂 食 され なか った ニガ ウ リ葉 に含 まれ る摂 食 阻害 物
質 を調べ た。強い摂 食阻害活性 の認め られたニ ガウ リ葉 のメ タノール抽 出物 をクロロ
ホルム、酢酸 エチル、水飽和 η一ブタノール、お よび水 の各画分 に分画 してi摂食 試験 を
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行 った ところ、クロロホルム区 に強 い摂食 阻害活性 が認め られた。ク ロロホルム画分
をさ らに分離分析 し、摂食 阻害物質 と してモモルデ ィシ ン1お よびH(第20図)を
単離 した。クロウ リハ ムシは0.05mg/mlの モモルデ ィシ ン1、0.5m砂m1の モモ ルデ ィ
シ ン1に 摂食 を阻害 された(第21図)。 ウリハム シは5mg!mlの モモルデ ィシ ンH
に摂 食 を阻害 された(第22図)。 一方 、 トホ シテ ン トウお よびジ ュウニマ ダラテ ン
トウはモモルデ ィシ ン1お よびH単 独 で は摂 食 を阻害 されなか った(第22図)が 、
モモ ルデ ィシ ン1お よびHを 混合 した場 合、もし くはモモルデ ィシ ンHと シ リカゲル
カラム画分 を混合 した場 合 に摂食 を阻害 され た(第23図 〉。
また、各 ウリ科食性 テ ン トウお よびハ ムシ類が寄主 とで きない植 物 に も摂食 阻害物
質の存在が認 め られた。
まとめ
本研究はウリ科食性甲虫類 という特定の種を対象 とした ものであるが、5種 のウリ
科食性 甲虫類の摂食行動はウリ科植物に特有のククルビタシン類だけでな く、それぞ
れの寄主お よび非寄主植物に存在する物質にも支配 されてお り、その影響は種によっ
て異 なることが明 らかになった。 したがって、これらの化学物質の有無 ・量の多少 に
より5種 のウリ科食性甲虫類問に寄主特異性が生 じていると判断 された。
以上の ように、近縁種問における寄主選択機構の差異を明 らかにすることは、特定












































































































































































































































































































































トホシテン トウ ジユウニマ ダラテ ン トウ










































































一:試 験:を行 わ なか った
*MImn -Wnitneytestで 有 意 差 あ り(ρ 〈0.05)
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一:試 験 を行 わ なか っ た























第7図 ウリ科植物葉 メタノール抽 出物 に対す る トホシテン トウの摂食反応
*Mann-Wb加eytest(ρ 〈0.05)で有 意差あ り
□ 対照区 國 処理区





































































第8図 ウリ科植物葉 メタノール抽出物 に対するジユウニマ ダラテン トウの摂食反応



































































































第10図 ウ リ科 植 物 葉 メ タ ノ ー ル抽 出 物 に 対 す る ク ロ ウ リハ ム シ の 摂 食 反





















第11図 ウ リ科植物葉のメタノール抽 出物に対するヒメクロウリハ ムシの摂食反応 びク

















M H W MPH
画分
M十W M十H十W H十w
第12図 ス ズ メ ウ リ抽 出物 に対 す る トホ シ テ ン トウ の摂 食 反 応.
M:メ タノ ー ル 抽 出物 、H:ヘ キサ ン画 分 、W:水 画 分.



























第13図 ア レチ ウ リ水 抽 出物の各画分 に対 す る トホシテ ン トウの摂 食反応 。






















第14図 キ カ ラ ス ウ リ各 画 分(2画 分)混 合 物 に対 す る
摂 食:反応.H:ヘ キ サ ン区、C:ク ロ ロ ホ ル ム 区 、E:
酢 酸 エ チ ル 区 、B:ブ タ ノ ー ル 区 、W:水 区





































第15図 キ カ ラス ウ リヘ キサ ン区 か ら単 離 した ス ピナ



















第16図 キ カ ラ ス ウ リか ら単 離 した 活 性 物 質 に 対 す る ク ロ ウ リハ ム シ の
摂 食 反 応.S:ス テ ロ ー ル(0.2mg/ml)、L:Luteolin-7-0-glucoside
(3.3mg/ml)、W:水 区























2-HDA 2-HD-o] パルミチン酸 ヘキサデカン
第17図 標品 に対す るジュウニマ ダラテ ン トウの摂食反応.
濃度 はいず れ も0.02mg/mlと し、水 区 と混合 して行 った.
2-HDA:2-hexadecanoicacid,2一}ID-ol:2-hexadecanoicalcohol.






















グル コー ス フル ク トー ス ス クロ ー ス
第18図 糖 標 品 に対 す る ジ ュ ウ ニ マ ダ ラ テ ン トウの摂 食 反応.
濃度 は いず れ も10mg/mlと し、 ヘ キサ ン区 と混合 して試 験:を行
った.

































i□ 対駆 圏 処駆1
*
*
H十Fr-1 H十Fr-2 H十Fr-3 H十Fr-4
画分
第19図 ヘチマヘキサ ン区シ リカゲルカ ラム画分(A>お よび酢酸
エチ ル区ゲルろ過画分(B)に 対 す る ヒメ クロウ リハ ムシの摂 食反応 .
ヘ キサ ン画分 の試験 には酢酸 エチ ル区 を、酢酸 エチ ル画分 にはヘ キサ ン区 を
混合 して行 った.H:ヘ キサ ン区、E:酢 酸エチル 区.






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 (対照 区) 2 5











ジュウニマダラテントウ 圏 ウ リハ ムシ
濃 度:(mg/ml>
*pGO.05(Mann-Whitneytest)



















團 トホ シテ ン トウ 團 ジュ ウニマ ダラテ ン トウ
第23図 モモ ルデ ィシ ンH(MD2)と モモ ルデ ィシ ン1(MD1)お よび
クロ.ロホ ルム区シ リカゲルカ ラム画分 との混合物 に対 す る2種 のテ ン トウの摂食反応.
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論 文 審 査 結 果 要 旨
ウリ科食性甲虫類の寄主選択 には,ウ リ科植物 に特有の苦味物質である ククルビタシンによる摂食刺
激が重要 な役割 を果 た してい るとされて きたが,日 本 に生息 する トホシテ ン トウ,ジ ュウニマダラテン
トウの2種 のテン トウ類,ウ リハム シ,ク ロウ リハ ムシ,ヒ メ クロウリハムシの3種 のハ ムシ類,計5
種 の ウリ科食性 甲虫類の寄主範囲 はそれぞれ異 なってお り,ク クル ビタシン類 だけでは寄主範囲の違い
を説明で きない。 また,こ れ らの甲虫類の ククル ビタシン類 に対す る摂食反応 も明 らかにされていない。
本研究は ウリ科食性 甲虫類 の寄主選択機構 を解 明す るため に,ま ず ククル ビタシン類 の役割 を明 らか に
す る とともに,こ れ ら甲虫類 の摂食 に関わる物質 につい て追究 した ものである。
実験 に先立ち,ウ リ科食性 甲虫類の寄主適合性 を明 らかにするため に,摂 食試験お よび成育試験 を行
い,5種 のウリ科食:性甲虫類 の寄主範 囲を明 らかに した。
ウ リ科植物 に含 まれている ククル ビタシ ン類 に対す る摂食反応 を調 べ,ト ホシテン トウ,ヒ メクロウ
リハ ムシ,お よびウリハムシが ククル ビタシン類 に摂 食 を刺激 され ること,そ してジ ュウニマダラテン
トウお よび クロウ リハム シはほ とん どククル ビタシン類 に摂食 を刺激 されない事 を明 らかに した。 この
試験か ら,ウ リ科食性甲虫類 の中 にクグル ビタシ ン類 に摂食 を刺激 されない種が存在 する事 を見い だ し
た。
ウ リ科植物18種 の葉 に含 まれる ククル レビタシ ン類の定量 を行 い,ア レチヴリ,ヒ ョウタン,マ クワ
ウリなど一部の植物 だけにククル ビタシン類が含 まれていることを明 らかに した。 この ことから,ク ク
ル ビタシン類 以外 の摂食刺激物質が ウリ科食性甲虫類の寄主選択 に関与 しているこ とが示唆 され た。
ウリ科植物18種 のメタノール抽出物 に対する摂食反応 を調べ,テ ン トウおよびハムシに対 し共力作用
を示す複 数の摂食刺激物質が存在す ることを見いだ した。
トホシテン トウお よびクロウリハ ムシの寄主であるキカラス ウリに含 まれ る摂食刺激物質 を調べ,ト
ホシテン トウの摂食刺激物質はステロイ ド化合物,無 機物,お よび糖類 であ ることを明 らか に した。そ
してクロウリハ ムシは これらに加 え,ル テオリンー7一グルコシ ドが必要であ ることを見いだ した。次 にオ
キナワスズ メウリに含 まれる ジュウニマ ダラテ ン トウの摂食刺激物質 は,パ ル ミチ ン酸 と糖類であるこ
とを明 らか にした。 この ことは,ウ リ科植物 に ククル ビタシン類以外の摂食刺 激物質が存在す る事 を初
め て明 らか に した知 見である。
5種 の ウリ科食性 甲虫類 にほ とん ど摂食 されないニガウリに含 まれる摂食阻害物質は主にモモルデ ィ
シ ン1お よびHで あ ることを明 らか に し,甲 虫種 によって感受性が異 なる事 を明 らか に した。
以上の ように,本 研 究はウ リ科食性 甲虫類 の寄主選択 に関わる化学物質 を明 らかに し,食 植性昆 虫の
寄主選択機構 について新知見 を得た ものであ り,今 後の寄 主選択機構の研究の発展 に貢献す るものであ
る。従 って,審 査員一 同は,本 論 文の著者に対 して,博 士(農 学)の 学位 を授与 するに値す る もの と判断
した。
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